
窃
ス
聾
フ
ソ
瓢
フ
教
授
霞
簿
ハ
醸
〉

策
…
一
幸
六
欝
欝
二
號
　
鷺
〇
二

ロ
　
ス
ト
フ
ツ
ェ
フ

教
授
自
裁

原

園

　
現
イ
ェ
ー
ル
大
黒
教
授
μ
ス
ト
フ
ッ
ェ
フ
氏
が
古
代
史
研
究
家
中
の
一

最
蒲
峯
で
あ
る
こ
と
は
今
さ
ら
艶
言
を
要
し
な
い
。
氏
の
研
究
は
ス
キ
ダ

イ
、
イ
ラ
ン
民
族
の
薫
化
に
就
い
て
の
考
古
墨
的
重
婚
か
ら
、
希
臓
・
ロ

ー
マ
の
交
献
呈
考
古
野
江
研
究
等
昏
方
面
に
亙
り
、
、
そ
の
古
代
史
的
展
蟄

の
廣
聖
な
る
こ
と
、
曾
っ
て
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
ー
氏
を
彷
彿
せ
し
め

る
も
の
が
あ
る
）
併
し
マ
イ
ヤ
ー
氏
に
於
い
て
は
そ
の
大
著
「
古
代
史
篇
が

示
す
や
う
に
、
古
代
東
方
か
ら
鶉
臓
群
雀
が
膿
系
化
さ
れ
た
に
早
り
、
爾

簸
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
、
1
7
！
マ
踏
．
代
に
就
い
て
は
政
治
・
終
濟
∵
精
紳

交
化
の
諾
外
題
が
漸
次
究
明
さ
れ
て
は
み
た
け
れ
ど
も
象
一
Φ
ヨ
Φ
ω
。
ξ
㍗

憧
。
影
馨
・
昭
贈
来
だ
氏
の
「
士
n
代
史
」
の
如
き
髄
霊
ホ
を
も
つ
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
マ
イ
ヤ
ー
氏
に
残
さ
れ
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
研
究
、
モ
ン
ゼ
ソ
に
残
さ
れ

た
ロ
ー
マ
帝
．
政
期
の
研
究
が
、
古
代
史
の
批
界
実
的
把
握
を
志
す
古
代
史

家
の
主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
た
こ
と
は
雷
ふ
迄
も
な
い
。

　
晶
就
中
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
研
癩
九
は
ド
ー
7
イ
ゼ
ソ
の
紘
以
治
史
一
的
研
究
ユ
リ
ウ
ス
。

ケ
ー
ル
ス
ト
の
精
神
史
的
研
號
、
或
は
ブ
…
セ
ッ
ト
、
ラ
イ
ツ
ェ
ソ
シ
ュ
ダ

イ
ソ
、
ダ
イ
ス
マ
ン
、
フ
ラ
ン
ツ
・
キ
ュ
ー
モ
ン
、
ウ
ェ
ソ
ド
ラ
ソ
ド
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
．
買
…

の
宗
教
史
的
研
究
が
絹
つ
い
で
行
は
れ
、
そ
の
文
化
諸
般
の
相
貌
が
漸
次

明
確
な
輪
廓
を
以
て
浮
び
上
っ
て
來
た
。
氏
の
ス
キ
ダ
イ
研
究
と
イ
ラ
ン

研
究
も
軍
・
な
る
考
古
學
的
特
殊
研
究
で
は
な
く
、
こ
の
特
殊
研
究
を
通
し

て
精
臓
・
p
ー
マ
的
酉
方
世
界
と
古
代
東
方
世
界
と
の
文
化
的
交
渉
の
存

在
を
立
製
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
褒
部
ヘ
レ
エ
ズ
ム
批
界
に
關
ず
る
調
期

的
研
究
で
あ
っ
た
。
更
に
こ
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
童
要
な
悶
題
で
賄
も

．
未
だ
何
人
も
容
易
に
究
明
し
碍
な
か
っ
た
の
は
そ
の
経
濟
的
考
察
で
あ
っ

た
。
厩
肥
纏
濟
に
就
い
て
は
、
　
マ
イ
ヤ
ー
以
外
に
或
は
グ
ー
7
ッ
ッ
、
ギ
μ

…
、
ハ
ー
ゼ
ブ
貸
ヅ
ク
、
フ
ラ
ン
コ
ッ
テ
等
の
努
力
に
よ
っ
て
略
我
々
は

そ
の
獲
展
の
諸
頬
耀
を
糧
…
捉
’
す
る
こ
と
が
離
離
、
　
1
2
ー
マ
纏
濟
　
に
就
い
て
マ

　
ル
カ
ル
ト
、
テ
ニ
・
フ
ラ
ン
ク
、
サ
ル
ヅ
ィ
オ
リ
、
そ
し
て
繋
馬
「
μ
i

　
マ
帝
政
時
代
の
敵
會
。
纏
呼
応
」
を
も
の
し
た
”
ス
ト
ソ
ツ
訊
ブ
氏
等
の

努
力
に
よ
っ
て
そ
の
獲
展
の
跡
を
辿
る
こ
と
が
嵩
睡
る
。
然
る
に
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
時
代
の
纏
濟
は
交
献
的
史
料
か
ら
は
殆
ん
ど
知
る
に
よ
し
な
く
、
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ド
コ
ル
ス

く
考
古
學
的
潰
…
物
と
今
世
紀
に
な
っ
て
愈
々
多
く
趨
卜
す
る
草
紙
文
欝
に

佐
ら
れ
ば
な
ら
な
い
關
係
上
、
深
い
考
古
撃
的
造
詣
と
パ
ビ
ー
7
1
・
ギ
ー
に

就
い
て
の
富
田
…
し
た
見
識
．
な
く
し
て
は
何
人
に
も
研
究
し
碍
る
と
欝
ふ
問

題
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
古
代
黒
藻
史
上
の
】
大
空
白
を
埋
め
る
膚
の
繊

〈uo　）・



親
は
、
凡
そ
古
代
更
の
綜
含
兜
握
を
希
ふ
鷺
に
と
っ
て
は
得
茎
久
し
い
一

事
で
あ
っ
た
○
、
が
今
や
こ
の
待
卜
し
て
や
襲
な
か
っ
た
問
題
は
、
現
在
世

界
に
於
け
る
古
代
史
家
中
屈
指
の
搬
威
ロ
ス
ト
ブ
ツ
ェ
ア
氏
に
よ
っ
て
解

噛
次
．
つ
礁
り
p
り
れ
る
に
歪
つ
た
の
で
φ
め
つ
げ
」
、
氏
の
口
取
近
の
著
「
ヘ
レ
ニ
．
ス
ム

時
代
の
駄
會
・
纏
戴
勝
」
蘇
巻
が
こ
れ
で
あ
る
。
既
に
｛
九
一
〇
年
に

「
μ
ー
マ
農
奴
…
制
の
研
究
」
に
於
い
て
、
　
ロ
ー
マ
農
奴
鋼
の
源
流
を
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
的
エ
ヂ
プ
ト
に
求
め
、
更
に
一
九
二
二
年
に
は
「
紀
元
蔚
黛
世
紀
の

エ
ヂ
プ
ト
に
於
け
る
大
土
地
所
有
形
態
漏
を
著
す
な
ど
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の

経
濟
史
は
氏
に
と
っ
て
数
十
年
の
長
い
研
究
で
あ
り
、
今
こ
・
に
結
實
し

て
瓢
那
奄
の
大
西
　
と
・
な
っ
た
の
で
あ
る
。
氏
が
常
に
熱
…
密
鋭
利
な
史
料
幾
判

と
解
羅
の
龍
門
あ
る
親
代
性
を
班
有
す
る
こ
と
は
三
門
家
の
等
し
く
推
賞

す
る
所
で
あ
っ
て
、
氏
の
三
界
に
霧
興
し
た
賞
献
は
絶
火
な
る
も
の
が
あ
．

る
。
然
る
に
・
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
氏
に
つ
い
て
は
、
我
國
に
十
分
知
ら

玉
孔
漣
㍉
ゐ
弧
鳳
か
つ
た
9
覇
胤
…
ホ
ス
ト
ン
雌
へ
翫
棚
憂
目
甑
旧
藩
撫
小
脇
州
紹
駅
ウ
～
殺
鼠
陛
坑
も
ナ
～
ル
躾
鵜
出

憾
と
し
て
、
藤
臓
瞬
朝
に
際
し
、
エ
ー
ル
大
壌
教
授
朝
河
賞
一
三
の
斡
旋

に
よ
り
、
親
し
く
そ
の
履
歴
と
著
嘗
獄
録
と
を
敏
擾
よ
り
入
手
し
て
贈
ら

れ
た
。
今
次
に
課
逃
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
讃
者
は
、

氏
の
嬰
的
足
跡
の
み
な
ら
ず
氏
の
縫
史
に
饗
す
る
態
度
を
も
併
せ
て
知
る

こ
と
が
出
來
よ
う
と
思
ふ
。
こ
㌧
に
記
し
て
朝
河
教
授
及
び
特
に
栗
野
氏

の
撰
意
に
旧
く
感
謝
す
る
次
回
で
あ
る
。

敏
授
の
自
傳

私
は
一
八
七
〇
年
十
一
周
十
臓
（
昔
風
に
鞭
講
へ
ば
十
澱
二
十
八

欝
ス
｝
フ
ソ
瓢
フ
歎
投
膚
簿
簾
〉

日
）
に
ウ
ォ
ル
ヒ
晶
ア
の
チ
ト
ミ
イ
ル
と
轡
ふ
町
に
生
れ
だ
。
父

は
こ
の
町
の
取
立
ヂ
ム
ナ
ジ
ア
ム
の
校
長
を
勤
め
て
居
た
。
私
は

少
年
期
と
｛
電
年
期
の
前
牟
と
を
爾
冨
シ
ァ
の
キ
エ
フ
で
暮
し
、
こ

鼠
の
第
一
町
立
ヂ
ム
ナ
ジ
ア
ム
で
初
維
糟
糠
申
胃
を
師
父
け
疫
。
そ
れ
は

ま
こ
と
に
悪
風
で
は
あ
っ
た
が
嚴
格
な
嬢
校
で
あ
っ
疫
．
．
私
の
カ

レ
ッ
ヂ
生
活
は
こ
鼠
に
あ
る
キ
エ
フ
大
目
の
古
典
研
究
の
｝
藥
生

と
し
て
始
ま
る
、
．
所
が
一
八
九
〇
年
に
父
が
キ
エ
フ
か
ら
東
翼
シ

ア
の
方
へ
韓
任
し
疫
の
で
、
私
も
欝
時
ロ
シ
ア
の
蔚
府
で
あ
っ
た

セ
ン
ト
。
ピ
i
夕
ー
ス
バ
ー
グ
へ
移
っ
た
。
こ
舷
で
網
羅
ハ
研
伽
九
二

年
の
後
卒
轟
寒
し
て
、
三
島
カ
レ
ツ
ヂ
敏
拶
燈
蕉
士
心
す
離
丁
生
に
撮
ハ
へ
ら

れ
る
填
補
欝
金
を
得
疫
．
私
は
卒
業
後
三
年
關
セ
シ
ト
・
ビ
ー
タ

ー
ス
バ
ー
グ
に
ほ
ど
近
い
、
．
離
宮
の
在
る
、
ッ
一
．
ル
ス
コ
イ
ェ
・
セ

瓢
に
み
て
、
こ
」
の
跡
立
ヂ
ム
ナ
ジ
ア
ム
で
希
騒
語
と
ラ
テ
ン
語

と
の
教
鞭
を
取
り
な
が
ら
、
畢
士
試
験
の
準
縮
に
い
そ
し
ん
だ
、

一
八
九
五
年
に
こ
の
試
瞼
に
合
絡
…
し
て
か
ら
、
私
ほ
古
典
諸
國
在

外
研
究
の
漿
墨
資
金
を
得
允
、
私
は
ト
ル
コ
・
ギ
リ
シ
ア
。
イ
タ

リ
●
フ
ラ
ン
ス
●
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
等
で

有
姦
な
研
究
に
三
年
の
月
山
を
逡
り
な
が
ら
、
畢
士
　
軒
丈
と
畢
位

第
二
十
山
ハ
撫
餐
　
　
榊
節
凱
號
　
　
　
一
一
〇
黛

（lll）



貸
ス
｝
ア
ソ
瓢
フ
毅
扱
欝
簿
ハ
羅
）

黒
鳥
と
の
恋
め
に
資
料
を
蒐
集
し
允
。
　
一
八
九
八
年
に
は
買
シ
ア

へ
繰
堺
國
し
て
教
繭
聖
生
活
“
蛋
始
め
か
一
。
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
バ
ー

グ
園
立
大
墨
で
は
ラ
テ
ン
語
を
、
同
市
の
私
立
女
子
窺
門
門
照
校
で

は
採
i
マ
愛
を
教
え
疫
。
　
一
九
〇
一
年
に
は
等
位
を
受
け
、
セ
ン

ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
バ
ー
グ
大
墨
の
ラ
テ
ン
語
…
教
授
に
任
命
．
さ
れ

允
。
同
時
に
私
は
上
記
の
女
子
港
門
塾
狡
や
そ
の
他
の
高
等
墨
校

程
度
の
諸
語
校
で
敏
鞭
を
と
っ
た
。
　
へ
九
一
六
年
に
は
ロ
シ
ア
學

士．

@
禽
員
に
選
ば
れ
た
Q
　
一
八
九
八
年
か
ら
（
第
一
次
）
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
臨
戦
争
の
飴
…
ま
る
ま
で
は
、
何
博
も
私
の
研
究
生
活
を
助
け
て
異

れ
る
妻
と
藷
に
古
代
世
界
σ
各
地
を
激
騰
蕨
熱
し
距
。
一
九
｝

八
年
に
、
第
一
∵
次
翼
シ
ア
革
命
後
、
私
．
は
質
シ
ァ
を
去
っ
た
が
、

爾
來
一
度
も
漁
ホ
だ
闘
…
國
へ
晶
蹄
へ
つ
張
κ
こ
と
は
な
い
。
　
一
九
一
八
年

か
ら
一
九
二
〇
忠
実
、
　
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ぞ
墨
校
の
給
費
研

究
生
と
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
暮
し
た
。
　
一
九
二
〇
年
に
古

代
壁
の
教
授
と
し
て
マ
デ
4
ソ
ン
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
へ
移
っ
た
ら

一
九
工
3
1
年
に
は
マ
デ
ィ
ソ
ン
を
去
っ
て
、
古
代
愛
と
諏
喝
古
學
の

正
教
授
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヘ
ヴ
ン
に
赴
任
し
た
。
　
一
九
三
九
年
に
は

イ
．
｛
ー
ル
大
墨
の
覗
署
古
墨
・
研
究
喪
を
拝
覧
W
し
た
。
ロ
シ
ア
、
イ
ギ

焔
掛
稲
乎
山
附
田
讐
　
　
第
二
號
　
　
　
…
瓢
○
辮
綱

リ
ス
、
ア
メ
ゥ
ヵ
鑑
り
で
活
鋤
…
し
て
み
る
間
に
、
私
は
激
ケ
の
名
騨
M

墨
位
を
得
、
叉
響
i
質
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
肇
士
院
や

墨
・
曾
の
・
鼻
息
貫
に
選
ば
れ
距
。
簡
羅
で
は
あ
る
が
、
以
上
が
穏
シ
ア
、

颪
ヨ
ー
翼
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
に
於
、
け
る
私
の
経
歴
の
主
な
黙
で

あ
る
。

　
（
次
に
）
私
の
墨
壁
上
の
｛
早
事
の
主
要
な
道
筋
を
概
略
辿
っ
て
み

よ
う
。
私
は
右
典
語
藥
徒
つ
激
リ
ギ
リ
シ
ア
語
と
ラ
テ
ン
語
の
一

學
徒
と
し
て
教
育
も
さ
れ
訓
練
も
さ
れ
た
。
私
の
古
墨
ハ
世
界
に
封

・
ず
る
興
味
は
父
ゆ
づ
り
の
も
の
で
、
父
は
ラ
テ
ン
語
の
卓
越
し
た

墨
徒
で
あ
り
先
生
で
あ
っ
た
．
、
叉
、
泓
の
知
的
背
崇
は
発
く
母

の
賜
物
で
あ
る
。
母
は
私
に
と
っ
て
大
切
叛
先
生
で
あ
り
指
導
者

で
あ
っ
た
、
キ
エ
ブ
と
七
ン
ト
・
ビ
ー
タ
ー
ス
バ
ー
グ
で
教
を
受

け
た
カ
レ
ッ
ヂ
の
諸
　
駿
い
鞍
に
、
中
に
も
チ
ー
リ
ン
ス
キ
漁
獣
拶
ハ
と
コ

ン
グ
コ
フ
㍑
駅
授
と
に
負
ふ
所
は
大
で
あ
る
9
私
．
は
イ
ー
・
ボ
ル
マ

ン
か
ら
ラ
テ
ン
碑
文
翠
を
、
オ
ー
・
ベ
ン
ド
ル
フ
か
ら
考
右
學
を

萎
ん
だ
ウ
ィ
ン
の
短
い
一
難
期
以
外
に
は
、
葱
欧
の
大
羅
で
研
究

し
た
こ
と
は
な
い
。
カ
レ
ヅ
ヂ
の
諸
先
生
に
負
ふ
所
が
多
大
で
あ

っ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
更
に
友
入
、
同
纂
、
藥
生
諸
鴛
に

（　ll　；）　）



敵
一
入
．
感
謝
し
て
み
る
．
、
又
七
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
バ
ー
グ
の
一

群
の
墨
考
勘
、
ち
や
ベ
レ
フ
、
ス
ミ
ル
ノ
フ
、
ツ
雫
｛
レ
テ
リ
、
　
フ
ァ

ル
マ
コ
ウ
ス
キ
、
フ
”
ノ
ッ
シ
リ
エ
フ
酔
辞
や
、
外
塀
開
で
’
郷
乱
心
ゆ
彫
娼
骨
弘
κ
多

く
の
齎
概
ハ
丈
化
研
究
り
｝
…
償
、
ロ
シ
、
ア
と
ア
メ
リ
カ
で
襯
紋
へ
九
多
靴
…
の

墨
生
諸
欝
に
一
層
深
く
慈
謝
し
て
み
る
。
こ
れ
等
の
人
蒔
（
と
接
し

て
み
る
う
ち
に
私
は
多
大
の
詳
説
と
激
駒
と
を
受
け
た
の
で
あ

る
。
　
一
々
目
方
名
を
腕
淘
げ
る
こ
と
は
許
し
て
融
酬
か
う
ハ
、
と
て
も
長
い

名
簿
に
な
る
か
．
ら
。

　
私
ゐ
離
婁
生
活
の
進
路
は
、
妙
だ
言
ひ
方
で
は
あ
る
が
．
青
年

時
代
に
識
恥
い
疫
二
っ
の
懸
賞
論
文
に
豫
兆
さ
れ
て
み
る
、
そ
の
一

は
キ
エ
フ
で
ヂ
ム
ナ
ジ
ア
ム
の
嫉
坂
｛
馬
脚
深
や
の
時
に
隅
隅
い
癒
｝
、
キ
ケ

皿
時
代
に
於
け
る
雛
i
マ
の
厩
州
統
治
」
と
い
ふ
論
交
．
で
あ
り
、

今
一
っ
の
論
文
は
セ
ン
ト
・
ピ
…
夕
ー
ス
バ
ー
グ
大
勝
で
書
い
海

「一

�h
l
繍
…
獄
㎜
に
し
よ
り
・
て
…
明
・
か
に
舜
ご
れ
．
か
臆
ホ
ム
ペ
イ
に
げ
漁
解
い
て
」
・
と
い

ふ
の
で
あ
る
．
、
こ
の
二
つ
の
身
丈
は
共
に
制
度
贈
号
實
，
心
意
的

維
濟
的
生
活
、
考
畜
．
學
等
に
重
勲
を
お
い
沁
古
代
輿
で
あ
っ
て
、

い
つ
れ
も
、
そ
れ
等
が
古
代
∵
災
に
開
係
す
る
角
度
か
ら
み
た
も
の

で
あ
る
。
爾
後
の
著
作
に
於
い
て
私
は
そ
れ
等
の
各
海
に
勝
じ
程

資
ス
ト
フ
ソ
濫
フ
教
授
鷹
簿
康
）

の
園
丁
を
は
ら
っ
て
來
た
．
．
古
代
築
の
覆
域
で
．
私
の
注
意
は
主

と
し
て
維
濟
生
活
と
就
玉
顔
鴨
活
に
闘
聯
す
る
岡
題
に
集
中
さ
れ
て

來
拠
。
そ
れ
は
私
が
唯
物
輿
醗
に
立
つ
ど
い
ふ
の
で
は
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
私
の
寸
心
は
説
禽
・
維
濟
愛
に
封
ず
る
と
翠
煙
に
、

丈
明
∴
繋
術
・
慶
不
…
救
熱
V
の
翌
夕
に
も
深
い
翼
味
“
輩
据
え
て
み
る
。

併
し
蓮
命
的
本
能
的
に
私
は
獄
禽
生
活
と
隠
勢
生
活
と
が
騰
旋
に

於
い
て
ど
う
い
ふ
位
置
を
占
め
．
る
か
叉
ど
う
獲
閲
し
た
か
と
い
ふ

こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
に
主
力
を
淀
ぐ
に
い
た
っ
た
。

と
の
研
究
領
域
に
於
い
て
私
の
最
禰
の
實
質
的
な
寄
蹴
ハ
は
、
古

代
國
蒙
に
行
は
れ
幾
一
特
皿
《
な
秩
序
の
研
究
．
、
つ
ま
り
牧
～
馬
入
と
い

ふ
私
的
叛
商
華
人
の
援
助
に
よ
っ
て
宥
は
れ
た
租
．
税
徴
牧
制
の
研

究
で
あ
っ
驚
．
歴
皮
の
ほ
ん
の
｝
小
部
．
分
を
書
い
て
み
よ
鰯
と
い

ふ
私
の
最
初
の
紳
工
み
は
、
先
づ
質
ー
マ
帝
國
に
む
け
ら
れ
、
そ
の

行
敷
的
就
脅
的
維
濟
的
構
造
の
一
現
豪
に
捧
げ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
局
眼
さ
れ
充
…
悶
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問
題
薄
紗
ハ
味
を
掌
る

も
の
で
あ
り
叉
充
分
解
決
の
つ
く
も
の
で
あ
っ
恋
．
、
こ
の
問
題
を

研
究
し
て
み
る
う
ち
に
、
私
は
科
製
　
的
歴
史
研
究
に
就
い
て
の
二

三
の
綴
本
原
理
匙
羅
得
し
た
。
そ
れ
甑
私
の
生
涯
匙
通
じ
て
私
の

第
瓢
十
隅
隅
焔
鰹
　
　
轄
即
瓢
號
　
　
　
鷲
…
ハ
）
蕊

Clls＞



“
ス
｝
フ
ソ
諏
フ
教
授
露
華
蕨
）

心
の
巾
に
震
る
で
あ
ら
う
。
第
論
に
漱
禽
雲
霞
問
題
を
騰
史
的
獲

展
的
に
研
究
す
る
こ
と
の
必
要
で
あ
る
こ
と
．
騨
ち
、
こ
の
間
髄

を
技
巧
的
に
…
、
古
物
的
な
し
孤
立
現
縣
寒
と
し
て
で
は
な
く
て
、
古
代

世
界
企
雛
の
一
般
的
獲
展
の
光
に
照
ら
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
皿
ー
マ
帝
厳
閣
は
そ
の
特

黒
ハ
な
藤
梶
氾
と
｛
鍍
　
炭
と
に
も
不
拘
、
v
布
瞭
戯
世
「
界
の
虞
果
特
に
そ
の
「
、
ヘ

レ
エ
ズ
ム
的
」
獲
展
段
階
…
に
於
け
る
威
果
を
無
畜
し
て
は
理
解
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。
揃
も
後
膨
は
又
希
騒
都
富
國
嬢
と
東
方
鴬
主

調
…
國
と
の
努
力
・
失
敗
・
庸
夙
功
を
観
菊
へ
す
し
て
は
埋
縄
川
さ
れ
や
な
い
。

第
二
に
は
、
古
代
生
活
の
ど
の
｝
端
を
研
究
す
る
に
し
ろ
、
そ
れ

は
事
費
の
無
昧
乾
燥
な
集
積
の
上
に
で
は
な
く
て
、
そ
れ
等
事
竃

の
有
機
的
關
聯
の
上
に
基
礎
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
9
歴
、
塑
．
ぼ
生
活
の
…
片
で
あ
り
、
旛
爽
薮
に
よ
っ
て
研

究
さ
れ
る
ど
ん
な
規
衆
で
あ
っ
て
も
、
腿
荒
鳥
に
よ
っ
て
眼
前
に

購
沁
る
η
か
p
如
く
に
常
獄
柵
現
評
ご
れ
∴
鳳
げ
…
へ
爪
ら
藍
な
い
、
鰹
鎌
ひ
か
へ
る
と
、
歴

爽
家
の
前
に
理
論
的
抽
蒙
・
と
し
て
で
は
な
く
て
、
生
活
の
｝
叢
面

と
し
て
表
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
腿
簗
簸
に
と
っ
て
考

古
離
｝
が
重
要
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
叉
鋤
磁
ひ
蛋
そ
れ
・
隅
身
孤
立
し

餓
謝
瓢
∴
「
｛
ハ
巷
　
　
蛾
謝
論
罪
　
　
　
一
瓢
○
轟
ハ

驚
も
の
と
し
て
で
は
な
く
て
発
膿
の
懸
分
と
し
て
研
究
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
こ
鼠
か
ら
欝
へ
る
の
で
あ
る
。

　
私
の
　
、
導
ー
マ
帝
敏
時
代
の
土
地
貸
與
」
と
「
鉛
板
研
究
」
か
ら

…、

ﾈ
凝
奴
翻
脚
」
へ
、
「
農
奴
胴
制
」
か
ら
｝
、
ロ
ー
マ
帯
一
躍
の
一
議
會
経
山
漕
簗
』
、
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
帯
撚
界
の
計
腔
轡
維
濾
贋
麟
伽
」
及
．
び
「
古
代
　
舜
界
庸
低
」
に
歪
る

迄
、
種
々
な
離
誌
に
蠣
越
し
た
敬
百
の
論
考
を
逓
じ
て
、
私
の
指

叢
…
・
的
閣
…
ム
芯
と
方
法
と
は
一
嘗
恥
し
て
雛
纏
っ
て
み
な
い
。
そ
れ
等
の
研

究、

ﾍ
総
て
生
活
を
薩
接
に
反
映
す
る
も
の
を
中
心
と
し
た
釈
本
史

，
料
、
つ
ま
の
金
石
文
、
窮
綻
丈
書
、
考
古
學
的
逡
物
詣
の
詑
録
に

礎
づ
け
ら
れ
．
て
る
る
の
で
あ
る
。

　
私
の
歴
庚
．
研
究
に
於
い
て
は
、
金
石
駆
、
パ
ピ
ル
ス
丈
．
書
羅
及
び

文
獣
的
典
料
の
研
究
と
窟
並
ん
で
、
考
古
學
が
壌
々
そ
の
役
割
の

爵配

ﾍ
さ
を
加
全
初
め
’
、
κ
。
滑
臥
は
先
づ
比
倫
　
瓢
の
輔
急
賦
す
る
ポ
ム
。
ヘ

ィ
の
研
究
か
ら
手
悲
つ
け
た
。
そ
れ
が
ら
次
第
に
古
代
世
界
の
他

の
領
域
紅
研
究
を
糖
｛
大
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
．
、
　
｝
獄
シ
ア
入
で

あ
り
且
つ
深
く
組
闘
一
を
榎
戸
宵
称
し
て
み
る
私
「
は
、
膚
ら
古
典
時
㎜
代
の

“
シ
ア
輿
に
凱
ハ
昧
達
も
つ
恋
．
、
泓
は
南
ロ
シ
ア
に
あ
る
肴
・
際
叫
藷
…
都

市
の
．
潤
筆
的
及
び
牛
希
戯
的
頭
字
や
墳
墓
の
虚
飾
雛
識
の
研
究
か

（ll一．）



ら
手
を
つ
け
拠
。
，
そ
れ
は
ボ
ム
ペ
イ
と
ヘ
ラ
ク
ラ
ネ
ウ
ム
の
研
究

を
し
た
私
に
は
お
剛
騨
染
の
研
究
顯
閏
で
あ
っ
だ
。
（
灘
納
躍
シ
ア
に

於
け
る
古
代
装
飾
壁
霊
に
就
い
て
』
～
九
一
四
年
）
。
こ
の
研
究
を

す
る
か
た
は
ら
、
浅
瀬
の
藝
備
と
生
活
と
が
南
ロ
シ
ア
で
と
つ
允

特
異
な
相
貌
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
允
め
に
、
甫
ロ
亨
ア
に

あ
る
纈
岡
の
古
物
の
赫
精
細
な
調
査
に
の
り
出
し
た
。
痛
罵
…
酌
要
素

は
私
に
と
っ
て
親
し
み
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
蕾
…
皿

シ
ア
は
常
に
ヨ
！
獄
ヅ
パ
的
な
面
と
東
方
的
、
と
い
っ
て
も
主
と

し
て
イ
ラ
ン
風
な
面
の
二
つ
の
面
を
も
つ
て
み
掩
．
．
こ
の
一
一
っ
の

相
貌
を
研
究
す
る
に
は
瓢
4
0
古
葉
的
材
料
の
徹
底
的
究
明
な
く
し
て

は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
時
代
・
以
前
の
南
憶
シ
ァ
の
謄
炭

は
復
原
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
殆
ん
ど
熱
く
考
古
蛮

的
資
料
の
援
助
と
そ
の
解
繹
と
の
み
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、

又
そ
・
り
で
な
け
れ
」
げ
櫓
不
．
司
輪
膨
で
あ
W
る
Q
壁
漱
凱
か
み
り
　
般
史
へ
と
い

ふ
団
風
に
、
私
の
初
期
の
南
…
獄
シ
ア
研
究
は
そ
の
展
望
を
棚
｛
大
し
た

が
、
そ
の
時
に
も
私
は
上
に
述
べ
た
方
法
を
採
つ
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
は
激
畢
…
の
著
勲
槻
と
数
百
の
一
議
文
と
な
っ
て
あ
ら
は
れ

た
。
そ
れ
等
の
薯
書
の
う
ち
で
最
も
よ
く
入
に
知
ら
れ
て
み
る
の

ロ
ス
ト
フ
ソ
エ
フ
歎
授
窟
薄
療
）

は
一
九
二
二
．
東
出
・
版
の
［
一
軍
附
ロ
シ
ア
に
諏
於
、
け
る
イ
ラ
ン
人
と
希
照
職

入
し
と
一
九
三
二
年
出
版
の
．
｝
、
ス
キ
タ
イ
人
と
ボ
ス
ポ
ラ
ス
」
と

で
あ
る
。

　
南
瓢
シ
ア
皮
に
於
け
る
遊
牧
厩
的
イ
ラ
ン
的
婆
素
を
研
究
し
て

み
る
捗
つ
ち
に
、
私
は
游
一
牧
民
の
世
界
と
イ
ラ
ン
的
継
田
艶
と
を
｝
災
に

詳
細
に
調
魅
す
る
や
う
に
な
つ
距
。
遊
牧
民
に
と
っ
て
も
、
又
一

部
の
ノ
「
一
7
ン
入
に
「
と
（
ソ
て
も
、
　
そ
の
一
偏
響
町
の
肺
符
異
な
檬
沖
ハ
、
　
断
川
灘
購

獣
丈
は
、
彼
等
の
生
活
や
心
幣
を
知
る
上
の
一
の
主
要
な
糸
阿
を

な
し
て
み
る
斜
め
に
、
そ
れ
は
私
の
深
く
注
意
す
る
題
瞬
と
な
っ

た
．
、
こ
の
獣
丈
．
を
研
究
し
な
が
ら
、
私
は
そ
の
粛
閑
“
シ
ァ
的
及
び

イ
ラ
ン
的
な
饗
異
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
周
・
漢
時
代
に
於
け
る
支
那
藝
術
の
獲
展
の
上
に
も
深
く

影
響
し
た
と
い
ふ
こ
と
を
も
考
へ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
魅

力
あ
る
而
も
霊
要
な
問
題
に
就
い
て
は
、
私
は
数
ケ
の
論
文
と
二

餅
…
の
燃
油
物
を
勲
隅
い
た
。

　
遊
牧
民
に
就
い
て
の
研
究
は
こ
の
位
で
あ
る
．
併
し
山
幣
翼
シ
ア

の
獲
展
に
も
、
叉
一
般
に
古
典
的
世
界
「
の
搬
器
に
と
っ
て
も
、
イ

ラ
ン
藷
…
國
二
般
、
特
に
ペ
ル
シ
ア
帯
甲
閾
…
は
、
そ
の
農
…
嗣
の
三
翻
期
一

餓
罪
湿
糠
ゐ
ハ
巻
　
　
第
二
晒
號
　
　
　
鴛
〇
七

（115）
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線
）

ア
ヶ
メ
ユ
ド
、
パ
ル
テ
ィ
ア
、
サ
ッ
サ
ン
王
朝
…
に
於
い
て
、
常
に

根
砥
的
に
重
要
で
あ
っ
海
、
こ
の
三
期
の
う
ち
で
、
現
在
も
盛
う

で
あ
る
が
、
最
も
知
ら
れ
て
み
な
か
っ
た
の
は
串
期
つ
庶
り
パ
ル

テ
イ
ア
時
代
で
あ
る
。
私
は
帯
田
に
パ
ル
テ
ィ
ア
に
麟
…
い
關
…
心
を
向

け
て
み
た
。
だ
か
ら
し
て
、
イ
ェ
ー
ル
大
鷺
に
奉
職
中
、
パ
ル
テ

ィ
ア
王
國
の
マ
セ
ド
ニ
ア
風
セ
ム
風
な
都
市
1
よ
く
保
存
さ
れ
涯

も
の
は
僅
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
一
の
一
を
徹
底
的
に
欝
欝
す
る

機
構
が
輿
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
幸
禧
な
合
致
で
あ
っ
た
．
、

そ
の
都
市
は
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
に
澹
う
た
デ
よ
う
・
エ
ウ
獄
ポ
ス

と
雷
ふ
。
こ
の
小
さ
な
都
市
に
於
、
け
る
生
活
と
丈
化
は
從
來
殆
ん

ど
全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
新
町
術
と
新
型
の
丈
化
と
を
露
呈
し

允
。
新
型
と
い
ふ
の
は
イ
ラ
ン
風
に
深
く
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
デ
ュ
ラ
探
樵
の
報
m
三
一
多
…
数
の
論
・
文
と
最
近
の
拙
著
「
デ
晶

ラ
・
エ
ウ
翼
ボ
ス
と
そ
の
藝
術
」
（
一
九
三
八
年
）
一
は
パ
ル
テ
イ

ア
帝
國
の
構
造
と
文
化
の
錯
綜
し
た
相
貌
に
…
期
す
る
私
の
回
心
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
叉
そ
れ
と
鱈
伽
び
つ
い
た
種
々
な
閣
四
題
へ
の

私
の
肉
迫
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
上
蓮
の
や
ら
・
な
略
歴
か
ら
知
ら
れ
る
や
う
に
、
私
の
搬
展
に
は

第
工
牽
六
懇
　
纂
二
男
　
　
…
漁
○
八

…
種
の
筋
が
通
っ
て
み
る
。
　
一
見
す
る
と
私
が
曾
て
研
窺
し
今
爾

研
究
し
て
み
る
種
々
．
馬
な
領
域
は
杢
く
…
關
聯
の
な
い
ば
ら
く
の
や

う
に
謡
え
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
表
記
だ
け
の
こ
と
で

あ
る
。
私
は
西
区
生
活
の
當
初
か
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